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審査と業績についての雑感 
吉野 諒三 

長年いくつもの学術誌の編集に携わっていると，

同じ論文でも審査員によって評価が大きく割れる

ことが稀ではないことに気がつかされる．審査委

員の評価は低いものの，とりあえず発刊され，後

に世界的に高い評価を得るものもある．自身の投

稿論文が不採択になって消沈していたが，他方で

その雑誌に刊行された論文をみて「なぜ?」という

不満を持つものは少なくない． 

1990年代にJMPに投稿した社会調査データの

量子論的解析に関する論文は，編集長からこんな

原稿を科学的学術誌に二度と送付してくるなと不

採択の烙印を押された．ところが，10 年程して，

そのテーマの特集号が組まれているのに気がつい

た．その後も，私の原稿（日本の和文・英文誌に

掲載）に触れることもなく，その関連論文の発刊

が続いている． 

数十年前，著名学術誌に発刊された幾つもの論

文を，タイトルや名前などを削除し，当該の専門

の複数の研究者に査読評価させたところ，評価の

分散がかなり大きく，査読者の選定によっては不

採択であった可能性が小さくはなかったという結

果を報告する論文が掲載された．（Psychological 

Review 誌だったと記憶するが，内容の詳細は曖

昧になっている．）それでも政治的にあまりに複雑

な多民族社会の「公平な手続き」として，現行の

方法に代替できるものは見いだせず，他の国は無

反省にそれを追従しているだけのようだ． 

ましてや中長期の将来の成果に結びつくか否か

を予想することは困難である．赤池弘次のAICの

アイデアは当初どの雑誌にも採択されず，欧州の

地方での国際学会のproceedings に掲載された．

しかし，その後，その真価が認められ，世界中の

研究者はその査読付論文ではない proceeding 

paper を引用するようになり，引用数は膨大なも

のになっていく． 

  

心理学や統計学は本質的に学際分野であり，多

くの周辺分野の方々と知り合いになる．その中に，

昆虫の新種を数百見つけ，名付け親となったとい

うS氏がいた．一流誌Nature やScienceの世界

である．ところが，その S 氏は定年間近なのに，

なぜか「助教授」であることに気がついた．ある

文理融合研究の会合の晩，食事の席が一緒になり，

評価の話になった．文理の違いのみならず，集団

遺伝学，分子遺伝学などの隣接領域ですら目的や

評価基準が異なり，新たな融合分野を評価する新

たな価値観を持つことが必要だなどと展開する話

の中で，業績の短期的評価の困難さに触れると，

S氏個人の話につながった． 

ある時に，その分野の基礎をひっくりかえすよ

うな論文を投稿した．どんな分野でも初めの何も

分かっていない状況では，「ある仮定」から理論を

始めざるを得ない．そして，その仮定の下で，数

十年，多くの論文が生まれ，多くの大先生も生ま

れた．しかし，時代はその基礎となった「ある仮

定」を検証できる技術にたどり着き，S 氏はその

仮定が間違いであるという論文を投稿したのであ

る．すでに大御所になっている多くの研究者に批

判され，採択されなかった．それ以降，一流誌に

は採択されなくなり，むしろマイナスになるので

はと言われるような雑誌に細々と発表してきたと

いう．しかし，それから年月が過ぎ，アメリカの

若手研究者がS氏の主張をサポートする論文を一

流誌に発表してくれた．その後，昇格の機会はあ
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ったのだが，思うところがあり，あえて「助教授」

のままでいることにしたというのである．．．． 

 

林知己夫の初期の国際比較研究であったハワイ

日系人調査では，当初，日本人とハワイの日系人

と違いが見えずに，文部省への報告書が書けずに

苦労したという．しかし，かなりの時間を経て，

1 問毎の回答分布ではなく，質問項目の群に対す

る回答パターンを多次元データ解析することで，

深層の実態が浮かび上がることに気がついた．こ

れが，その後の数十年にわたるわれわれの国際比

較調査のパラダイムの核となる．調査後すぐの報

告書作成や多数の論文を迫られてはいなかった時

代の一見緩慢にも見える仕事は，中長期的にみる

と，一番効率がよく，社会的課題解決への大成果

を生み続けてきた． 

ワシントン大学やハワイ大のわれわれの国際共

同調査研究者たちが長年の研究と人生で多民族社

会での差別に対する戦いの中で見せてくれた業績

については，行動計量学2019年３月号で「動向」

と称した記事に報告した． 

 

UCI 社会科学部の大学院生論文賞授与式での

学部長の演説が忘れられない．「この賞が権威ある

もので授与されているのではない．これを授与さ

れたものが，今後，偉大な業績を上げていくこと

でこの賞を権威あるものとしていくのです．」 

本当の業績とは，表面上の身分や論文数，受賞

歴などでは計れない，人々の人生そのものであり，

それを受け継ぐ人々の人生でもある． 

 

吉野諒三 

（よしの・りょうぞう） 

1980年東京大学心理学科卒

業．1988 年 University of 

California, Irvine 

(Ph.D. in Psychology) ．

1989-現在 統計数理研究

所．2016-現在 情報・シス

テム研究機構 DS 施設 

社会データ構造化センター． 

 

 

日本行動計量学会第47回大会のお知らせ 

 

大会実行委員長 

狩野裕（大阪大学） 

 

2019年度の日本行動計量学会第47回大会の日

程等が決まりましたのでお知らせ致します．会員

の皆様にはぜひ積極的なご参加並びに周りへのご

周知を賜りますようお願い申し上げます． 

 

○大会開催要項 

日 時：2019 年9 月3 日(火)～9 月6 日(金) 

会 場： 大阪大学豊中キャンパス 基礎工学研究科 

基礎工学B棟 

所在地：大阪府豊中市待兼山町1-3 

アクセス： 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/accessmap.

html#map01 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/toyonaka/to

yonaka.html (20番) 

大会Web：http://bsj.wdc-jp.com/2019/index.html 

 

○大会日程 

1/25（金）  Web公開 

3/1（金）   特別セッション（口頭，ラウンドテ

ーブル）の企画募集開始 

4/1（月）   大会参加事前申込，一般発表申込，

抄録原稿受付，チュートリアルセミナー参加

申込，各種開始 

4/26（金）  特別セッション企画募集締め切り 

5/31（金）  一般研究発表申込締め切り 

6/17（月）  抄録原稿提出締め切り 

6/28（金）  速報版プログラムのウェブ公開予定 

7/26（金）  プログラム冊子送付予定 

8/2（金）   事前参加申込締め切り 

8/6（火）   事前参加費振込み締め切り 

9/3（火）～9/6（金） 第 47 回大会（チュートリ

アルセミナーは9/3） 

 

豊中キャンパスの最寄り駅は大阪モノレールの

柴原駅(大会会場まで徒歩約10分)です．新幹線で

すと新大阪駅経由で Osaka Metro 御堂筋線千里

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/accessmap.html#map01
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/accessmap.html#map01
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/toyonaka/toyonaka.html
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/toyonaka/toyonaka.html
http://bsj.wdc-jp.com/2019/index.html
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大会Webのヘッダにもなった， 

待兼山キャンパスの正門の塔 

中央駅で乗り換えて二駅，伊丹空港から二駅，大

阪梅田からですと阪急宝塚線石橋駅下車徒歩 20

分です．アクセスの詳細は上述の本学 Web サイ

トをご覧下さい．さて，今回の大会でも前回大会

と同様に「特別講演：柳井レクチャー」，「大会シ

ンポジウム」等の企画を用意しております．また

好評の「ポスターセッション」，「ラウンドテーブ

ルディスカッション」についても継続致します．

実行委員一同，最善を尽くす所存です．ぜひ多く

の方々のご参加並びにご発表をお待ち申し上げま

す． 

 

日本行動計量学会第47回大会 

大会実行委員長 狩野裕（大阪大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回国際シンポジウムの開催について 

企画者 繁桝算男 

 

日本行動計量学会に対して，「人文社会データサ

イエンス研究における国際的若手研究者育成と国

際的情報発信の取組」というテーマで，科学研究

費補助金のうち，研究成果公開促進費（国際情報

発信強化）が交付されています．日本の研究者の

成果を国際的に発信する目的のために，学会誌

Behaviormetrika の国際的な評価を確立するこ

とや，先進的な成果をあげている研究者を招いた

国際ワークショップを日本で開催して，若手研究

者の発表を促し，若手研究者が著名研究者と議論

できる機会を多く作り，国際的な若手研究者の育

成を図ることが目標として挙げられています．こ

の目標に基づき，日本行動計量学会は，平成 30

年 12 月 1 日に，第 1 回の国際シンポジウム「行

動計量学のためのベイズ流アプローチ」を電気通

信大学との共同で開催いたしました． 

 このシンポジウムには，因果分析モデル RCB 

(Rubin Causal Model)の創始者であるDonald B. 

Rubin博士（Harvard University名誉教授），テ

スト理論に関する世界的権威者Wim J. van der 

Linden博士（University of Twente名誉教授），

および，因果分析などについて国際的に先端的研

究を続けて発信している星野崇宏教授（慶應義塾

大学）の3者の講演がありました．それぞれの講

演題目は，Donald B. Rubin "Rubin Causal 

Model and its recent Bayesian 

Implementations"， Wim J. van der Linden 

"Bayesian Approaches to Real-Time Testing"，

Takahiro Hoshino "Bayesian inference of 

heterogeneous causal effects"でした．これらの講

演は，今後，Invited Paper，Special Issueなど

の形で，Behaviormetrikaに反映されます． 

 また，このシンポジウムの冒頭には，日本行動

計量学会が担ってきた使命や国際発信の将来像に

ついて，植野真臣理事長の概括的説明もありまし

た． 

 このシンポジウムのほかに，本科学研究費の主

旨に沿う形で，日本行動計量学会と大学入試セン

ターとの共催で，平成30年11月30日に，van der 

Linden 博士による講演会（大津起夫教授企画，

演 題 What I Always Thought About 

Observed-Score Equating but Was Wrong）が開

かれました．このほかにも，慶應義塾大学におい

て，若手研究者とRubin教授との交流会や，横浜

市立大学において，Rubin教授と因果分析を専門

とする研究者と意見交換の機会などを持つことも

できました． 

本科研費を活用することによって，以上のよう

な活動が実現し，日本のデータ分析の研究を国際

的に発信し，かつ，日本における行動計量学のす

そ野を広げることができたのではないかと考えま

す．来年度から，運営委員会を中心に，さらに充

実したプログラムが展開されることを期待してい

ます． 
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運営委員会より 

 

2018秋の行動計量セミナー開催報告 

      運営委員会委員  

川野 秀一（電気通信大学） 

 

  2018 年 11 月 4 日（日），電気通信大学におき

まして，2018秋の行動計量セミナーを開催致しま

した．昨年度の青山学院大学での開催が第一回目

でしたので，今回は第二回目の開催ということに

なります． 

 セミナー題目は「スパース推定：手を動かして

みる」であり，講師は大阪大学の鈴木讓先生にお

願いしました．本セミナーの内容は，鈴木先生が

事前に用意した動画で予習し，セミナー当日はそ

の解説ならびに演習問題を解く（主にRのプログ

ラム実習）ことによって，スパース推定について

の理解を深めるというものでした．参加者は 60

名を超し，盛会のうちに終えました．ご尽力いた

だきました鈴木先生には心より御礼申し上げます． 

 

セミナー参加者の感想 

大橋洸太郎（文教大学） 

私は，大学・大学院教育において，学生が将来

必要とするようなテーマについて造詣を深めたい

と思っており，そのような機会を探していたとこ

ろ，本セミナーと出会うこととなりました．セミ

ナーでは，受講日の前からインターネットを通じ

た事前学習コンテンツが用意され，当日までに学

んでおくべき学習内容が大変明確で分かりやすか

ったです．また内容は，今回のテーマであるスパ

ース推定の分野の中で，基礎的な事項から研究の

最前線に係るような包括的かつ刺激的なものとな

っていました．使用した分析ツールであるRでは，

既存のパッケージを使用するのみではなく，数式

と照らし合わせて受講生に考えさせ，コアとなる

スクリプトを一部埋めさせるという形式で，計算

の原理を理解する上でとても勉強になりました． 

またこのような機会があれば，参加してみたい

と思います．ご指導ありがとうございました． 

 

 

中山実（東京工業大学） 

 データサイエンスのブームとは言え，分析に適

した整ったデータが取得できることは少ない．特

にヒトを対象にする実験では，大抵，十分なデー

タ数が得られない．すなわち，スパースなデータ

の分析が求められる．そんな折，スパース推定の

演習付きセミナーが開催されるというので参加し

た． 

講師は鈴木讓先生なので，数学の話について行

けるか心配したが，Rパッケージでの演習が中心

とあるので，使い方が分かるかもしれないと期待

した． 

天気の良い 11 月最初の日曜日にかかわらず，

ほぼ定員の参加者で会場は暑かった．セミナーは

いわゆる反転授業の形式で，事前に（ちょっと凝

った）講義ビデオで内容を学習して，セミナーで

は主に演習問題の解説やプログラム動作を確認し

た．私の場合，講義ビデオでの理論的な話はよく

わからなかったが，演習の解説やプログラムの実

行で，なんとなく応用できる気持ちになった．セ

ミナー内容は，まだメジャーな手法ではないだけ

に，非常に貴重な機会であった．これをモノにし

た参加者も多いと思われ，今後の展開を期待した

い． 

末筆ではあるが，講師の鈴木讓先生，企画者の

川野秀一先生のご尽力に，参加者を代表してお礼

を申し上げる次第である． 

 

第104回 行動計量シンポジウム報告 

確率的グラフィカルモデルの最近の進展 

 

運営委員会委員長  

鈴木讓 (大阪大学) 

 

今年の秋の行動計量シンポジウムは，11 月 23

日に「確率的グラフィカルモデルの最近の進展」

に関する講演会を行いました．人工知能学会の基

本問題研究会と共催で，会員でない方も参加され

ていましたので，最初に鈴木讓が，行動計量学会

の概要を簡単に紹介しました．その後，本学会か

らは，理事長の植野真臣先生(電気通信大学)，本

村陽一先生(産総研)，鈴木讓が講演を行いました．
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この他，湊真一先生(京大)，玉田嘉紀先生(京大)

からもご講演をいただきました．ベイジアンネッ

トワークと産業界への応用，教育工学への応用，

ゲノム解析への応用，離散構造処理アルゴリズム

に関する最近の進展について，活発な議論が行わ

れました．専門の研究者というよりは，これから

学ぼうという方の参加が多く，講演者の方も数式

をあまり用いないような配慮をされていたようで

した． 

人工知能学会の合同研究会というイベントの中

で開催されたこともあって，慶應義塾大学矢上キ

ャンパスの会場(150 名程度収容できる教室)は，

ほぼ満席で，延べ250名以上の方が参加されまし

た． 

 

 

 

 

広報委員会より 

 

広報委員会委員長         

尾崎幸謙（筑波大学） 

 

学会 Webページの整備・更新 

Webページの整備・更新を行いました．行動計

量学会国際シンポジウム，春の合宿セミナー，関

連学会，協賛イベントについての案内などのお知

らせを掲載いたしました．今後も会員の皆様に有

益な情報が提供できるよう引き続き Web ページ

の整備・更新を行っていきたいと思います． 

 

メールニュースの配信 

 2018 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．11 月，12 月は前年度よりも多くの

ニュースが配信されました． 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報を募集しております．広報依頼のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

メールニュースの配信数 

 

他学会・協会向け広報活動 

 春の合宿セミナーに関する他学会・協会向け広

報活動を広報委員会を中心として行い，20程度の

学会・協会で会員向けMLなどによる情報提供を

行って頂きました． 

 皆様の加入されている学協会で，本学会の行事

をご案内できる場としてお薦めのものがございま

したら，広報委員会までご連絡ください．今後の

広報活動の参考にさせて頂きます． 

 

学会 Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では，日本行動計量学会に直接

関係する情報について，学会ホームページの新着

情報が更新された際に対応するお知らせ記事を投

稿しています．お知らせや記事をご覧になりまし

たら，是非記事を「シェア」していただきますよ

うお願いいたします．「シェア」していただけます

と情報共有の面で有用と思います． 

 

学会 Twitterでの情報提供 

 大会情報，シンポジウム情報，春の合宿セミナ

ー，新着論文等について情報提供を行っています．

2月6日現在，フォロワー数は245です．こちら

につきましても，「フォロー」をぜひお願い致しま

す． 
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【シリーズ海外レポート㉓】 

ミシガン大学滞在を振り返る③ 

 

松本 渉（関西大学） 

 

半年ぶりの掲載なので前回までのあらすじをお

忘れの方も多いかと思います．これまでの話を少

し振り返りつつ話を再開します． 

第 1 話（2018 年 3 月刊行 156 号掲載）で書き

ましたように，2005 年 9 月に渡米しましたが，

採択されたグラントプログラムの規定により，そ

の年度内つまり2006年3月31日までに事業を完

了する必要がありました．つまり，いったんは 3

月末に帰国し，プログラムを完了させる必要があ

りました． 

しかし，それまで長期の留学や在外研究の経験

がなかった人間にとっては，半年はあまりにも短

い時間でした．定住するのに費用や手間がかかっ

た割には，英語にも慣れ始めたところで，すぐに

帰国するような気がしました．そして何よりも研

究上効率的といえるかどうかということがありま

した． 

グラントは 3 月で一度切れてしまいますので，

グラントプログラムの手続き上，一度3月末に帰

国する必要があることは百も承知だったのですが，

ある程度の自費負担が生じるとしても，4 月以降

に再入国し，夏ごろまでミシガン大学に滞在する

ことはできないものかと思案したわけです． 

第2話（158号掲載）の最後に書きましたよう

に，2005 年の 12 月 28 日に当時の研究所の上司

（データ科学研究系主幹）であった坂元慶行先生

に何とか ICPSR のサマースクールのある夏まで

滞在を許されないものか打診のメールを書いたの

でした． 

年末年始を挟んだややこしい時期の海外からの

メールのやり取りだけだったこともあり，所内的

な許諾を得るのに時間がかかってしまいましたが，

最終的には，北川源四郎所長（当時）からも暖か

い励ましのお言葉と有益な心構えを頂くことがで

き，4 月以降に再度渡米することができるように

なりました．坂元先生と北川先生のご厚意に深謝

するばかりです． 

第1回，第2回の海外レポートをお読みになっ

た方は，年度末までのプログラムなのに，客員研

究者としてミシガン大学に滞在した時期が半年で

はなく 11 カ月近くとなっていたのが不思議に思

われたと思いますが，これがそのミステリーに対

する解答になります． 

無論，それだけでは米国滞在を延長できません．

ビザを延長する必要があります．そしてそのため

にはミシガン大学においても客員の身分を延長し

て，DS2019 を再び発行してもらうという一連の

手続きも必要になりました．当時の記録を調べて

みると，2006 年の 3 月 31 日に一度帰国した後，

4 月 19 日に成田からデトロイトに向かっていま

した．20 日近く日本滞在しているのは，J1 ビザ

を延長するなどいくつか手続きに時間が必要だっ

たためのようです． 

ここまでの話は今後在外研究を考える方にとっ

て多少有益かと思って述べたのですが，多くの読

者にとってはあまり面白くないかもしれません．

ですので，ここからはこの延長滞在期間に経験し

た印象深いできごとを数点述べたいと思います． 

4 月 19 日に米国に再入国したまさにその日，

ELI (English Language Institute)から被験者の

募集の案内が届いていました．（ちなみに，ELI

からメールを受け取ったのは，留学生や在外研究

者向けの英会話のためのグループ活動に登録して

いたためです．これはこれで有益でした．）募集条

件は以下の通り． 

Volunteers should be non-native speakers of 

English, age 19 or older, and have lived in an 

English-speaking country for 2 years or less. 

ノンネイティブで米国滞在の期間がまだ短い私

にはぴったりの条件ということもありましたが，

被験者として参加して英語（言語）研究の様子を

見てみようという好奇心もあり，早速応募の連絡

をしました．参加者としてしたことは，コンピュ

ータの画面に表示される英語を見て回答するとい

う認知実験のようなものだったと記憶しています．

細かい中身はすっかり忘れてしまいました．中身

のことはいいのですが，今でも忘れられないのは，

参加するときの手続きのことです． 

当日いわゆるインフォームドコンセントの書類

だったと思うのですが，長々とした英語の文章が

書かれており，署名欄があってそこに実験に参加
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する際にサインをするように言われるわけです．

私が一生懸命書類を読み始めようとすると，書類

はあとで読んでおいてくれればいいからサインし

ておいてくれと相手の人は言うわけです．確かに

ざっと見ただけでもそれほど問題はなさそうだっ

たので，結局サインして実験に参加したと思いま

すが，しかしサインしておいて中身はあとで読ん

でおいてくれというのは違うでしょうと，その時

内心思ったものでした． 

第 2 話 で 既 に 述 べ た よ う に Survey 

Methodology (Groves et al, 2004)の翻訳では，

Singer 先生の執筆箇所も当時担当していました．

それはまさしく研究倫理の章であり，インフォー

ムドコンセントや研究倫理審査委員会

（Institutional Review Board, IRB）についても

（調査に関してはそれらの否定的な側面も含めて）

多様な記述がありました．IRBに関しては，今で

こそ多くの日本の大学や研究機関に制度がありま

すが，2006年当時ではまだそれほど（医学など一

部の分野を除けば）日本では普及したものではな

かったかと思います．その後，徐々に取り入れら

れていくわけですが，その際先駆的として参考に

されることも多いのはやはり米国の事例だと思い

ます．このようなやりとりは，その米国での研究

倫理手続きの理論と現実を考えさせられたもので

した． 

他にも現地の日本人ルートで転送されてきた事

例ですが，（研究のために）米国に住む日本人に答

えてほしいので，この URL にクリックして質問

に回答して欲しいということがありました．見る

と，かなり滅茶苦茶な日本語で書かれている上に，

調査としてもいい加減なものでした．ただその一

方ででかでかと IRB の審査を受けたと書かれて

いるのが印象的だったと記憶しています．無論現

在の日本でも IRB は調査の技術的な質について

の審査をしないのが普通なので倫理審査をクリア

した調査であっても質の低いものがあることは当

然ですから，そのこと自体は手続き的に問題あり

ません．しかし，質の担保とは本来別次元の倫理

的手続きの正当性が調査の画面上で強調されすぎ

ていると，その調査自体があまりにもひどい場合

はある種の違和感を覚えます． 

少し違う話かもしれませんが，米国滞在中アル

コールを注文する際だったか，そのようなお店に

入った時だったか，21歳以上か聞かれたこともあ

ります．当時すでに 30 歳を過ぎています．私：

21歳未満に見えるのか？（いくら日本人が若く見

えるからってありえない）相手：そういうルール

だから．私：いまこれ（公的なものでなく偽造で

きそうな紙製の手書きのもの）しかないがよいの

か．相手：OK――のようなやりとりをしたこと

があります．直後に他の国々からの来ている留学

生や研究者達との間でその話をすると，皆一様に

よくあるアメリカンルールだといったような反応

が返ってきていました．手続きの形式化の現実に

ついて考えさせられました．似たようなことは他

にもあったと思いますが，この辺にしておきます． 

さて，話は少し遡ります．2006 年の 2 月の話

です．クーパー先生にモントリオールで開催され

る AAPOR (American Association for Public 

Opinion Research) の第 61 回年次大会に行かな

いかと誘われました．米国の学会ではありますが，

開催地のモントリオールはカナダです．さすがに

2005年度内であれば，研究計画の手続きの都合上

米国外に出国することはためらわれたのですが，

幸い大会が開催されるのは 5 月でしたので，4 月

の帰国時にモントリオールに立ち寄る計画を含め

て渡米する手続きをすることで問題はなくなりま

した． 

 

図1 使い古した筆者のカンファレンスバッグ 

（2019年2月撮影） 

 

5 月 18 日にデトロイトからモントリオールへ

向かいました．この時の AAPOR の年次大会は，

18日から21日までの4日間の開催でしたが，第
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59回のWAPOR (World Association for Public 

Opinion Research)もモントリオールで16日から

18日にかけて並行して開催されており，大変盛況

な大会でした．カンファレンスバッグ（図 1）も

両方の学会名が記載されたものになっていました． 

米国の調査会社で現在も活躍されている相田昌

彦氏ともこのモントリオールで再会しました．後

に本学会にも加入されることになるニコラウス・

シノディノス先生（ハワイ大学）ともこの時初め

てお会いしたと記憶しています．ただ残念だった

のは，図2のようにこの時モントリオールの天候

があまりよくなく，気づかないうちに風邪をひい

てしまったことでした． 

 
図2 モントリオールの風景 

 

結局 5 月 21 日にモントリオールを出てデトロ

イトに向かったのですが，あまりにも体調が悪く，

這う這うの体でアナーバーの家に帰宅したという

有様だったのです．実のところ，このミシガン大

学滞在期間中は何回か風邪をひきました．ミシガ

ン州は，夏場は涼しくて良いのです．しかし，ミ

シガン州やシカゴといった地域は，北米の中でも

緯度が高くて冬場の日照時間が短いというだけで

なく，内陸にあるために寒いので慣れない人間は

体調を崩しやすくなると思います．確かに研究で

海外に行くときは，内容本位で場所を選ぶのが筋

ではあるのですが，体を壊してばかりでは研究も

ままなりません．滞在中の体調管理の都合を考え

ると，場所選びにあたっては気候にも配慮するこ

ともある程度は必要なのかもしれません． 

もう一つ研究のために海外で過ごす場合に考慮

したほうがよいと思うことがあります．この時の

私の場合，Survey Methodology (Groves et al, 

2004)の翻訳をしている最中だったのでどうして

も日本語の荷物が多くなりました．日本語の訳語

の候補を検証する必要があったためです．しかし，

荷物はできるだけ少ないほうが軽くて楽です．こ

のような事情がなければできるだけ，現地で入手

できるものだけで完結するような研究をするよう

に計画を立てることも一つの手です．人それぞれ

ではありますが，考慮するべきポイントの一つと

言えるでしょう． 

2006 年の 8 月に最終帰国した後，この米国で

の滞在経験は様々な形で生かされたように思いま

す．何度もご紹介している訳書『調査法ハンドブ

ック』（大隅昇監訳）もその一つですが，それ以外

の直接的な成果としては，“A study on technical 

and cultural differences in survey methodology 

between Japan and the United States”という論

文があると思います．これは日本社会学会の欧文

誌 International Journal of Japanese Sociology

（16, 23-34, 2007年）に掲載されました．日本社

会学会の会員ではなかったのですが（現在も非会

員ですが），たまたま編集委員の方から執筆の機会

を頂きました． 

米国での滞在経験がその後の研究にも生かされ

た事例はまだあります．幸い 2007 年度から科研

費を得て，2008年度に米国での電話調査を実施す

ることになったのですが，そのきっかけはクーパ

ー先生からの助言でした．この時はハードリーの

コールセンターに単身出向いてオペレーター達の

前で調査についての説明もしましたが，この在外

研究の経験がなければをそのようなことまででき

なかったでしょう． 

また2010年に埼玉大学で本学会の第38回大会

が開催された際には Mick Couper 先生にチュー

トリアルセッション Visual Aspects of Web 

Survey Design と記念講演 The Future of 

Mixed-Mode Surveysをご担当頂きました．これ

らの企画は私からの発案ではありませんでしたが，

副実行委員長として事前の調整や講演の司会とい

ったことを務めることになりました．このような

ことができたのもこの時のご縁があったからにほ

かなりません． 

クーパー先生とのご縁はその後も続き，2 年ほ

ど前になりますが，雑誌『社会と調査』（No.18，
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pp.14-26，2017年3月）にもご寄稿をお願いし，

「パラデータ概念の誕生と普及」（松本渉訳）とい

う論文をご執筆頂きました． 

さてここまで3回に分割して米国での滞在記を

書かせていただきました．漫然と書いてきました

が，私なりの在外研究生活の活かし方と反省点な

どを示してきたつもりです．今後海外での研究を

計画されている方に多少でもお役に立てれば幸い

です．なおできるだけ当時の資料や電子メールの

記録を照合しながら 10 年以上の前の話を思い出

して執筆しましたが，随分前のことですので記憶

違いがないとは言い切れません．その時はご容赦

頂ければ幸いです． 

また全くの偶然なのですが，文章中に登場され

る坂元先生と大隅先生が大会時に名誉会員に選出

されました．この場を借りてお祝い申し上げます． 

 

松本渉（まつもと・わたる） 

関西大学総合情報学部教授 
東京大学大学院新領域創成科学研

究科博士後期課程修了．博士（国

際協力学）．統計数理研究所助手・

助教を経て，2010年4月関西大

学総合情報学部准教授，2017年4

月より現職．2009年度～日本行動

計量学会理事．この他本学会では，広報委員会委員長・

大会担当委員会委員長・選挙管理委員会委員長，組織

検討委員・刊行物委員を歴任．現在，和文誌編集委員

会副委員長・大会担当委員会副委員長・資料アーカイ

ブス委員会委員長． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度日本行動計量学会総会議事録 
日時：2018年 9月5日（水）17:10～17:40 

場所：慶應義塾大学 西校舎 ホール 

 

1. 開会の辞 

 菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 

2. 学会挨拶 

 植野理事長より，挨拶があった． 

3. 議長選出 

 慶應義塾大学の増田真也会員が選出された． 

4. 報告および議事 

(1) 平成 29年度事業報告及び決算報告 

 菊地事務局長より，平成29年度事業報告および

決算報告が行われた．続いて，村上監事より，決

算報告について5月29日に監査を行い事実に相違

ないこと，理事会および各種委員会が適切に運営

されていることが報告された．平成29年度事業報

告および決算が承認された． 

(2) 平成 30年度事業計画及び予算案 

 菊地事務局長より，平成30年度事業計画および

予算案の説明があり，承認された． 

(3) 名誉会員推薦 

 岩崎学会賞選考委員長より，理事会が推薦した

大隅昇氏，坂元慶行氏が紹介され，承認された． 

5. 柳井レクチャー 

 吉野柳井レクチャー委員長より，講演者を岡太

彬訓会員としたことが報告された． 

6. 学会賞授与 

 岩崎学会賞選考委員長より，学会賞受賞者とそ

の授賞理由の報告があった． 

 功績賞を林文会員，優秀賞を小杉考司会員，奨

励賞を橋本翔会員，出版賞を清水昌平会員に授与

する発表があり，植野理事長より賞状および副賞

が授与された． 

7. 次期大会開催校代表挨拶 

 鈴木第47回大会実行委員より，第47回大会は，

狩野第 47 回大会実行委員長の下，2019 年 9 月 3

日～9 月 6 日の日程で，大阪大学豊中キャンパス

で開催予定であることが報告された． 

8. 大会実行委員長挨拶 

 星野第46回大会実行委員長より，挨拶があった． 

9. 閉会の辞 

 菊地事務局長より，閉会の挨拶があった． 
以上 





収入 30年度予算 29年度実績 予実差異
前年度繰越金 1,087,252 2,528,728 1,441,476
前年度事業未払繰越金 3,536,024 1,000,000 △ 2,536,024
学会費 5,000,000 5,066,000 66,000
学会費（次年度以降前受け分） 1,700,000 1,711,000 11,000
学会誌売上金 100,000 107,000 7,000
広告費 600,000 600,000 0
預金利子 15 18 3
Behaviormetrika印税 1,150,682 0 △ 1,150,682
著作権料 8,000 346,354 338,354
雑収入 0 0 0
各委員会からの返還金等 0 254,352 254,352
学会活動積立金取り崩し 0 0 0
事務局整備積立金取り崩し 0 0 0
会員名簿発行積立金取り崩し 0 0 0

計 13,181,973円 11,613,452円 △ 1,568,521円

支出 30年度予算 29年度実績 予実差異
前年度事業未払分 3,536,024 1,311,983 △ 2,224,041
学会誌制作費和文誌45-2 1,000,000 1,300,902 300,902
学会誌制作費和文誌46-1 1,000,000 0 △ 1,000,000
学会誌制作費欧文誌46 2,700,000 0 △ 2,700,000
シンポジウム・セミナー費用 0 0 0
各委員会活動費 450,000 450,000 0
研究部会費 100,000 100,000 0
学会事務委託費 1,500,000 1,486,641 △ 13,359
印刷費等 3,000 0 △ 3,000
会報発行費 830,000 827,989 △ 2,011
欧文誌郵送費 7,000
通信費 3,000 0 △ 3,000
インターネット利用料 43,000 42,984 △ 16
消耗品費 5,000 3,882 △ 1,118
会合費 210,000 205,351 △ 4,649
雑費 16,000 15,120 △ 880
インターネットバンキング利用料 20,000 19,440 △ 560
学会誌保管料等 87,000 86,400 △ 600
J-stageデータ作成 210,000 206,604 △ 3,396
大会運営費 450,000 450,180 180
大会準備金 300,000 300,000 0
予備費 679,249 0 △ 679,249
各種分担金 30,000 30,000 0
会員名簿作成 0 0 0
学会活動積立金 0 0 0
事務局整備積立金 0 0 0
学会賞基金積立金 0 150,000 150,000
会員名簿作成費積立金 0 0 0
カード手数料 2,700 2,700 0
その他 0 0 0
当年度事業未払繰越金 0 4,000,000 4,000,000
次年度への繰越金 623,276 623,276

計 13,181,973円 11,613,452円 △ 1,568,521円

特別会計（別口座）　 期首 支出 収入 期末

学会賞基金（林知己夫賞） 2,908,594円 150,000円 0円 2,758,594円

学会賞基金（肥田野・水野賞） 158,237円 30,000円 0円 128,237円
学会賞基金（杉山賞） 548,110円 50,000円 0円 498,110円
柳井レクチャー基金 698,056円 100,000円 0円 598,056円
学会活動積立金 6,364,469円 0円 0円 6,364,469円
会員名簿作成費積立金 937,771円 150,000円 0円 787,771円
事務局整備積立金 6,157,206円 0円 0円 6,157,206円
科学研究費補助金 0円 3,400,000円 3,400,000円 0円

日本行動計量学会 自 平成30年4月1日
至 平成31年3月31日

和文45-1、欧文45

学会賞基金（林知己夫賞）への積立を休止

名簿作成

備考

功績賞10万円1名、
優秀賞5万円1件
奨励賞3万円1名
出版賞5万円1件
講演者1名10万円

実績は和文44-2

日本行動計量学会平成30年度予算（案）
備考

滞納分支払いを含む
前受け分

大会業務委託基本料、Web運営費用

学会賞関係文房具
会員向けメーリングリスト、ドメイン名

2017年度分

和文44-2以降、大会抄録集

学会名義の銀行口座

会報4号分

統計関連学会連合3万円

研究部会2件（各5万円）

和文45-1、欧文45
備考

和文、欧文、運営（各15万円）

国際情報発信強化（H30～H34）

47回大会分
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理事会議事録 

日本行動計量学会 2018年度第 3回理事会議事録 

日時：2018年 9月4日（火）17：40～19：50 

場所：慶應義塾大学三田キャンパス研究室棟1階

会議室A 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：足立浩平，植野真臣，大森拓哉，岡

太彬訓，岡田謙介，尾碕幸謙，椎名久美

子，繁桝算男，鈴木譲，竹村和久，鄭躍

軍，芳賀麻誉美，星野崇宏，松本渉，本

村陽一，山岡和枝，山田剛史，山本倫生，

横山暁，吉野諒三 (20名)，委任状9名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：橋本貴充(書記) 

資料 

1. 2018年度第 2回理事会議事録案

2. 総会関係

2-1. 2018年度総会議事次第

2-2. 平成29年度事業報告

2-3. 平成29年度決算

2-4. 平成30年度事業計画案

2-5. 平成30年度予算案

3. 和文誌編集委員会からの報告

4. 運営委員会資料

5. 広報委員会報告

5-1. 会報電子化について

5-2. インターネット小委員会関連業務外

部委託に関する提案 

 5-3. インターネット小委員会関連業務外

部委託の見積書 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権25名（理事出

席 16名，委任状9名）であり，理事会が成立して

いることが確認された． 

1. 議事録確認

資料1にもとづき，2018年度第2回理事会の

議事録が承認された． 

2. 第 46回大会

横山大会副実行委員長より，チュートリアル

セミナーの参加者数について報告があった．ま

た，大会直前に取材申し込みがあり断ったこと

が報告された．大会やシンポジウム等の取材申

し込みへの対応方針を決める必要性が議論され，

事務局が対応方針案を作成することになった． 

3. 第 47回大会

鈴木第47回大会実行委員より，第47回大会

は大阪大学豊中キャンパスで 9月3日(火)から

6 日(金)までの 4 日間の日程で行われることが

報告された． 

4. 総会関係

椎名副事務局長より，資料 2にもとづき，総

会次第の確認が行われた．総会では，理事が学

会運営に責任を持つ立場を明確にするために壇

上に並ぶことが確認された．平成30年度予算案

に，特別会計の会員名簿作成費積立金から名簿

作成費用を支出する件の追加が提案され，承認

された． 

5. 科研費関係

鈴木運営委員長より，資料 4にもとづき，12

月 1日に開催予定の国際シンポジウムの準備状

況が報告された．竹村理事と椎名副事務局長よ

り，欧文誌のバックナンバーを J-STAGE から

Springer に移行する作業の内容および進捗状

況が報告された． 

6. 各委員会報告

・学会誌編集委員会

岡太編集委員長より，9 月 4 日昼に合同編

集委員会を開催して，科研費，和文誌のEBSCO

掲載や GDPR への対応について議論したこと

が報告された． 

星野和文誌編集委員長より，資料3にもと

づき，編集委員の追加が報告され，承認され

た．また，投稿論文の審査状況が報告された．

和文誌をEBSCOに非独占的に掲載するにあた

って，JST 側の手続きを確認中であることが

報告され，回答待ちであることが報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，論文の投稿・

審査状況が報告された． 

・運営委員会

鈴木運営委員長より， 9月 3日夕方に委員

会を開催したことが報告され，資料4にもと

づき，人工知能学会合同研究会，春の合宿セ

ミナー，AMBN2019の開催予定について報告が

あった．今後のイベントのテーマについて，

会員の意見を募っていることが報告された． 
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・広報委員会

尾崎広報委員長より，学会の Twitterアカ

ウントを作成したこと，統計関連学会連合大

会にブースを出す予定であることが報告さ

れた．資料5にもとづき，会報の電子化と業

務の外部委託が提案され，今後，会報のスリ

ム化やWebサイト管理のCMS化について検討

していくことになった． 

・組織検討委員会

繁桝組織検討委員長より，現在の委員会活

動状況が報告された． 

・大会担当委員会

大森大会担当委員長より，委員を選定中で

あることが報告された． 

・資料アーカイブス委員会

松本資料アーカイブス委員長より，9 月 5

日に委員会を開催予定であることが報告さ

れた． 

・柳井レクチャー委員会

吉野柳井レクチャー委員長より，9 月 5 日

の柳井レクチャーで岡太彬訓会員が講演す

る旨の案内があった． 

・イノベーション委員会

岡太イノベーション委員長より，9 月 5 日

に委員会を開催予定であることが報告され

た． 

・統計関連学会連合

岡太担当理事より，大会日程が今年から 4

日間になったこと，日本行動計量学会は共催

として参加することが報告された．学会から

推薦している連合大会の各種委員の人数削

減を，次回の統計関連学会連合の委員会で提

案することとされた． 

・事務局

椎名副事務局長より，回覧資料にもとづき，

入会の申請について報告があり，承認された．

また，今年度，会員名簿を発行することが確

認された．会員名簿に掲載する対象分野と方

法論について，極端に選択率が低い選択枝は

少ない現状であり，変更の必要性は高くない

ことが説明された． 

7. その他

・会員数の増強と会費収入の安定的な確保のため

に，オンラインによる入会申込，年会費の自動

引き落としおよびクレジットカード払いを検討

する必要性について指摘があった．

・次回理事会は後日日程を調整の上，平成 30 年

11月を目安に大学入試センターにて開催予定． 

学会協賛イベントについて 

事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2018年 

12月27日 

第 4 回国際ベイズ分

析学会東アジア大会 

2019年 

7 月 13 日

-14日

2019年 

1月15日 

WiDS 

Tokyo@Yokohama 

City University 

2018年 

12月 1日-2

日 

（2018 年7 月28日～2019年1 月15日承認のも

の） 

会員の著書等 

吉田寿夫（著）『本当にわかりやすい すごく大切

なことが書いてある ごく初歩の統計の本 補足

I』，北大路書房，2018年８月 
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吉田寿夫（著）『本当にわかりやすい すごく大切

なことが書いてある ごく初歩の統計の本 補足

II』，北大路書房，2018年８月 

吉田寿夫（著）『本当にわかりやすい すごく大切

なことが書いてある ちょっと進んだ 心に関わる 

統計的研究法の本 I』，北大路書房，2018年８月 

吉田寿夫（著）『本当にわかりやすい すごく大切

なことが書いてある ちょっと進んだ 心に関わる 

統計的研究法の本 II』，北大路書房，2018年８月 

吉田寿夫（著）『本当にわかりやすい すごく大切

なことが書いてある ちょっと進んだ 心に関わる 

統計的研究法の本 III』，北大路書房，2018年８

月 

朝野熙彦（編著）『マーケティング・リサーチ入門

―「調査」の基本から「提言」まで』，東京図書，

2018年12月 

埴淵知哉・村中亮夫（編）『地域と統計―〈調査困

難時代〉のインターネット調査』，ナカニシヤ出版，

2018年12月 
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星野崇宏・上田雅夫（著）『マーケティング・リサ

ーチ入門』，有斐閣，2018年12月 

岡本安晴（著）『いまさら聞けない Python でデ

ータ分析―多変量解析，ベイズ統計分析（PyStan，

PyMC）』，丸善出版，2019年1月 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964（electronic version） 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY


日本行動計量学会会報 第 160号    2019年 3月 1日 

16 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）の同意を論文著者から得る必要があります．

1999年の総会以降刊行された論文については，著

作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載された記

事等の著作権は，明確に定められておりませんで

した．電子化し公開するに当たっては，各論文の

著者全員に，本学会への著作権委譲についての文

面をお送りし，多くの著者のご了解をいただきま

した．現在までにお返事をいただいていない著者

の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべき

ですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」それ

ぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便宜

等を考えて，すでに電子化公開しております．著

作権委譲についてお返事をいただいていない著者

で，電子化し公開することが不都合とお考えの方

は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご

連絡下さるようお願いいたします．公開を中止す

るなど，学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017年1月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2019年2月8日現在） 

正会員  ： 748名 （海外5含む） 

準会員  ： 75名 

名誉会員 ： 21名 

賛助会員 ： 22社 

シニア会員 ： 38名 

計 ： 904名 

学会誌等寄贈先 ： 5件 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html


日本行動計量学会会報 第 160号    2019年 3月 1日 

17 

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じてメールニュー

スの記事としての掲載および学会ホームページか

らのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)な

ど，会員の皆様から原稿を募集しております．広

報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに(出版社から入手

した)書影を後日お送りいただきますので，ご準備

下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号161号の場合には4月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります．

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

お忙しい中にもかかわらずご執筆下さいましたこ

と，この場を借りて御礼申し上げます．どうもあ

りがとうございました． 

本会報では今号より，学会カレンダーの掲載は

中止させていただきました．とはいえ，紙媒体ゆ

えの特徴を活かして，皆様のお役に立てるような

魅力ある会報にできればと考えております．ご意

見，ご要望などありましたら広報依頼の受付のペ

ージ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡いただければ幸いです． 

(ふじた たいすけ，藤田 泰昌) 

題字：林知己夫 

広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌，石橋敬介，稲水伸行， 

岩間徳兼，上野雄史，大﨑裕子， 

久保沙織，水師裕，鈴木宏哉， 

登藤直弥，朴堯星，袰岩晶，元山斉 

相談役：中山厚穂 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
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